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＜病棟連絡事項＞
・病棟日誌の数をしっかり確認していきましょう。最近間違いが多いようです。

・精神科救急当番病院が変更になりますのでお知らせします。

　8/9（火）　 松平病院→湊病院
　8/11（木）　松平病院→青南病院

・盆休み
　田名部Dr→8/16（火曜日）
　金Dr→8/15（月曜日）

＜入院・入室状況＞
【入院】
・種市　由次郎様～東Aユニット11号室（東C4号）
・風穴　禮子様～東Cユニット6号室

＜患者様連絡事項＞
・高柳　和子様～状態悪化のため8/10　転入予定となっています。

・（金Dr　8/15（月）盆休みのため翌週分も処方）
→東野　愛様～臨時薬同内容で7日分処方。
→本田　未来様～8/23分～臨時薬ホリゾン中止、他同内容で7日分処方。

・袴田　将志様、立花　圭様、丹内　栄子様～臨時薬同内容で14日分処方。

・小笠原　久年様～昨日胸部不快感訴えあり、短期間投与としてネキシウム2日分処方。

・青木　昭弘様～臨時薬アトモキセチン65→40mgへ減薬、他同内容で14日分処方。
　　　　　　　　インチュニブ処方検討のため、8/10　心電図指示あり。

・若沢　理子様～臨時薬ロドピン追加となり他同内容で14日分処方。

・板橋　利美様～臨時薬クエチアピン追加となり他同内容で14日分処方。

・中居　伊佐男様～拒否続くため、定期薬中止となる。

・澤口　利香様～IFロキソプロフェン30回分、デエビゴ20回分処方。

・青木　文男様～左手痛・左前腕～末梢へ腫脹あり。主治医へ報告、ハップスター
1Ｐ処方。
手関節2Ｒレントゲン検査実施。明らかな骨折所見ない様子。
明日新たにＣＴオーダーして確認予定。家族連絡等は明日以降に。
　　　　　　 DIV同内容で6日分処方。

・上関　孝三様～食事とれてるため本日でDIV中止。本日朝～中止していた持参
の血糖降下薬再開。スライディング指示変更なし。

・大村　フサ子様～臨時薬同内容で7日分処方。退院調整開始、家人へ確認して
元の施設へ戻れるよう希望あり。主治医よりGH「いなほ荘」へ連絡、
受け入れ可能で日時調整後連絡がある予定となる。

・中澤　政固様～GH「あいわの里」再入所の方向でPSW小屋敷へ調整依頼。

・野口　房子様～主治医より退院許可あり。長女様へ連絡、8/12　10：00退院予
定となる。自宅で長女様・孫と同居。訪問看護希望、退院調整しな
がら進めていく。自立支援医療手続きも進める。
※訪問看護調整中→PSW小屋敷へ依頼、確定したら指示受けを
※次回受診9/2　11：30～12：00希望、8/10　Ｌの方、調整を。
※退院処方と次回デポ（9/2分）処方未、8/11　主治医へ依頼を。
※退院療養計画書作成途中です。担当の方お願いします。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放観察中他者へ対する迷惑行為頻回でスタッフ介入にも自制出来ない為、早めに開放観察終了としている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _GoBack]・袴田　将志様～終日隔離中。本日より10：00～16：00へ開放時間拡大。開放観察中は多飲水や不穏さ無く自室で臥床して過ごす事多い。施錠も拒否無し。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。食事の時や更衣時拘束一時解除。入浴時は落ち着いていたが、ユニットに戻ると他者と言い争う事あり昼食後より再拘束している。拒否は無く以後叫ぶ事も無い。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・上関　孝三様～血圧170/93mmHg高めであったが、他バイタルサイン特変無し。湿性咳嗽軽減傾向、呼吸平静。意識レベル低下無く、食事は全量摂取でき、トイレにも独歩で問題無し。主治医診察にて食前薬再開、点滴終了指示あり。昼食前血糖値384mg/dlにてスライディングスケール指示のもとヒューマリンR 5単位施行。

＜新入院患者様情報①＞
日　　時：令和4年8月9日　　11：55　ID：7414
  氏　　名：種市　由次郎（たねいち　よしじろう）様
　生年月日：昭和16年1月30日　81歳
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：小栁Ｄｒ（サポート医：馬渡Dr）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

＜経過＞
　アルツハイマー型認知症にて西脳神経クリニック受診していた。
　最近、失禁増え介護を要するようにり、室内の徘徊も多く見ら
　れる。主援助者の長女がうつ病で加療中(マナクリニック)。
　長女とDrと性格が合わず、本人の入院加療について西脳神経クリ
　ニックに希望しても応じて貰えず、紹介を依頼しても応じてもら
　えずにいる。長女談では介護で追い詰められ、自傷行為に至るこ
　とも増えているとの事。介護していく自信がないと訴え、疲弊著
　しい為、ケアマネージャーと家族より相談に至る。
　　転医希望と本人の症状改善、長女の休養目的にてR4.8.9　
　東Aユニットへ医療保護入院となる。

【緊急時】救急搬送
【洗濯】家族
【義歯】上総義歯、下自歯
【他科診】なし。持参薬当院代替
【コロナワクチン】3回目（Ｒ4.3.25）、4回目希望Ｒ4.8.25以降実施可能、接種券持参あり
【退院支援】要介護1、有効期限Ｒ4.2.29まで→区分変更調査申請予定、状態落ち着い
たら家族申請していく。入院1ヶ月予定。金銭的理由からサービス利用しながら自宅、入院前ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ利用（4回/週）。施設も視野。

＜新入院患者様情報②＞
　日　　時：令和4年8月9日　ID:7416　
　氏　　名：風穴　禮子（かざあな　れいこ）様
　生年月日：昭和19年2月17日　78歳
　病　　名：混合型認知症疑い
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Ｄｒ
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

＜経過＞
　　現在、長女と2人暮らし。長女は透析（週3回）をしており仕事は
　していない。家事などは長女が行っている。
　　1年程前より、認知機能の低下が認められていた。現在は、日にち
　や曜日なども分からず、疎通不良さあり。話の内容を理解できている
　かも不明。同居している長女のことも時折分からなくなるが、かかり
　つけ医の八戸泌尿器科にて糖尿病にて加療中であるが、2ヶ月程受診
　出来ていない。
　　元々膝の痛みがあり、ここ1～2ヶ月で歩行が困難となり、自宅内は
　お尻で移動している状態。夜も日中も寝ていることが多く食欲も徐々に
　減退している。ゆくゆくは施設入所を検討しており、鑑別診断と環境
　調整の入院加療希望にてR4.8.9　東Cユニットへ医療保護入院となる。

【緊急時】救急搬送
【ＣＳ】Ｂ、オムツ持参
【義歯】上下総義歯
【車椅子】Ａプラン自走
【コロナワクチン】2回目まで済、3回目当院希望、接種券8/10　持参予定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【退院支援】新規申請介護認定調査を近日申込みに行く。主治医意見書依頼済。施設入所希望、南山苑入所検討している。
【安全ベルト】可
【他科診療】持参薬一部当院代替不可→8/20　長男八戸泌尿器科医院代理受診、持参薬8/23まで。





